
家族への支援
～壊れゆく親子関係を見つめて～

親神様の不思議な縁で結ばれる親と子。最も近い存在でありながら、些細な意見の相

違や思い違いから、遠い存在になってしまうのも親と子です。壊れゆく親子の問題は枚

挙に暇がありません。現代の親子関係を見つめながら、おたすけのあり方を探ります。

期 間：立教180(平成 29)年 4月 26日（水）・27日（木）

会 場：おやさとやかた南右第2棟3階

日 程：裏面参照

対 象：ようぼく

定 員：60名

受講御供：1,500円

携 行 品：筆記具

締 切 日：4月 15日（土）



日程表

講師紹介（登壇順）

1日目（26日） 2日目（27日）

13:00 8:50

受付 集合

13:30 9:00

開講・オリエンテーション

13:50
体験談「反発の中で感じた親心」

谷上仁望 氏
「ひのきしんとは」

9:30
白 熊 繁 一 氏

休憩

14:10
（ひのきしんスクール運営委員）

9:40

休憩

14:20
講義③「教理から考える親子」

講義①「最近の親子事情」 岡 田 正 彦 氏

10:40

早 樫 一 男 氏 休憩

15:50 10:50

休憩 パネルディスカッション

「壊れゆく親子関係を見つめて」
16:00

講義②「肉親から理の親へ
～無頼者から教会長へ導かれて～」

高 渕 徹 氏

【パネリスト】
（登 壇 順）

【司 会】

高 渕 徹 氏
早 樫 一 男 氏
谷 上 仁 望 氏
武 内 正 美 氏
若 狭 一 廣 氏

17:30 12：00 （ひのきしんスクール運営委員）

解散 閉講

高渕 徹 氏
たかぶち とおる 法奥金沢分教会長。若き日、無頼者（素行の悪い者）であった自身を、教会長へ

ほうおくかなざわ ぶ ら いもの

と導いた親の信仰を心に、さまざまなおたすけに取り組んでいる。

早樫一男 氏
はやかし か ず お

臨床心理士、彌生布教所長。児童相談所長、同志社大学心理学部教授などを経て、
やよい

現在、児童養護施設「京都大和の家」施設長を務める。発達障害を含めた幅広い

児童相談に携わっている。

岡 田 正 彦 氏
お か だ まさひこ

天理大学人間学部宗教学科教授。天理教を含む宗教学と思想学を専門とし、現

在は天理教人間学を研究課題にしている。

著書「おやのことば・おやのこころ(1)～(4)」（道友社きずな新書）など

谷上仁望 氏
たにがみひと み

芦津大教会女子青年。平成 28年 3月、布教の家兵庫寮を卒寮。

武 内 正 美 氏
た け う ち ま さ み 髙屋分教会長・ひのきしんスクール運営委員。教会長としてのおたすけ経験の

たかや

他に、自身の嫁・姑問題を台に親子関係のおたすけに取り組んでいる。


